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御師邸平面図集 

１．序   文  

 

  伊勢の歴史を論ずる時に「御師」は欠かせない存在となっている。その中で三日市大夫次郎邸は現在の御幸通り

を挟んで市役所の駐車場辺りにあったといい、広大な敷地であったことが想像できる。しからば、他の御師邸はそれ

より大きかったのか、小さかったのか、それはどの程度だったのか、という単純な疑問を懐いたので、手持ちの御師

邸平面図を製図ソフト CAD で作図して、同じ縮尺で比較してみようと考えた。 

作図の留意点は以下の通り。 

  〇目的が概略的な視覚比較であるため、建物の多少の斜め配置は無視をした。 

〇畳の大きさは地域によって異なるし伊勢の旧標準サイズは不明なので、畳 1 枚を 1.8×0.9 ｍとした。 

〇部屋の大きさを記載されている畳数とイメージが違う場合があるが、その場合はイメージに合わせて 

  畳数を変更している 

〇縦縞部分は板間、および板廊下を、細い縦縞部分は縁側を概ね示している。 

〇Ａ４、１ペ－ジに納めるために平面図内の文字はかなり小さくなってしまい、判読は困難かも知れない 

  が、原図に記載されていて判読できた文字は記入している。 

〇添付 CD-ROM には各平面図を製図ソフト CAD の印刷ページを直接、pdf 化したファイルを収録した 

  ので拡大して参照できるし、それぞれの平面図はそこから印刷した方が精細度は高くなる。 

 

２．目   次  及び  出   典  

 

番号 

御   師   邸 

所在地 

出   典 頁 

１ 

三日市大夫次郎 

岩渕(市役所駐車場＋法務合同庁舎) 

(株)大林組 季刊 No.43 特集 御師 平成 10 年発行

P.19,20 版画：飯田良樹氏蔵 

2,3 

２ 

龍大夫 

大世古(大豊和紙工業) 

伊勢国度会郡山田大世古町貮拾晩屋敷 龍 重光建

物図 版画：飯田良樹氏蔵 

4,5 

３ 

久保倉大夫 

岩渕(市役所裏商工会議所駐車場) 

(株)大林組 季刊 No.43 特集 御師 平成10年発行P.4 

6,7 

４ 

山本大夫 

宇治浦田(小宮司職舎) 

「新視点 三重県の歴史」山川出版 2013 年発行 P.127 

8,9 

５ 

来田大夫 

浦口(筋向橋西 鈴木塾) 

伊勢市立郷土資料館 第 13 回特別展図録「伊勢の町と御師

～伊勢参宮を支えた力～」平成 15 年発行 P.19 

10,11 

６ 

足代権大夫 

宮後(小原産婦人科) 

原本 伊勢田丸足代弘継？蔵 榊原頼輔「足代弘訓」 

足代権太夫弘訓屋敷地建家総図面（井上頼文氏蔵） 

12,13 

７ 

橋村大夫 

常磐(日本たばこ産業伊勢営業所) 

伊勢市立郷土資料館 第 13 回特別展図録「伊勢の町と御師

～伊勢参宮を支えた力～」平成 15 年発行 P.19 

14,15 

８ 

白髭大夫 

宇治浦田町（猿田彦神社前） 

鳥取市歴史博物館所蔵 

16,17 

９ 

丸岡大夫 

宮町(現地に現存) 

三重県近代和風建築総合調査報告 38 三重県教育委

員会平成 20 年発行 

18,19 

１０ 

磯部館大夫 

宇治館町（宇治新橋近く） 

三重県近代和風建築総合調査報告 2008 年 

20,21 

 

３．雑  記  

 

良く見ると、御師邸を訪れた講の人達がどの経路を通って客間に落ち着いたのか、主人や使用人の居間がどこにあ

ってどんな生活をしていたのか、を推論しながら平面図を見るのは楽しいものだ。 

客間への通路は畳敷きが多いと思われるが、客間の前間なのか通路なのかの区別がつかない。 

台所や土間からの動線が明確でないので客間なのか、使用人の居間なのかが分からないものがある。 

 

    謝   辞  

 

  平面図資料と版画を提供いただき、またご指導賜りました、津市 飯田良樹氏 に厚く御礼申し上げます。 

 

平成 26 年 10 月吉日 

秋 田 耕 司 

メールアドレス: koji.akita@nifty.com  

〒259-1206 神奈川県平塚市真田 3-10-18 
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１．三日市大夫次郎邸平面図 

 

明治３０頃 

 

 

昭和１３年 大島順一氏蔵 

 

 

明治４０年頃 

 

 

 

 

 

 

原図 

 

 

市役所裏（岩淵通り）に

残る遺構 
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２．龍大夫邸平面図 

 

原図 

 

 

 

大正初期 
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３．久保倉大夫邸平面図 

 

原図 
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４．山本大夫邸平面図 

 

原図 

 

元山本大夫邸跡にある小宮司職舎の門だが遺構だという記述はない 
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５．来田大夫邸平面図 

 

原図 
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６．足代権大夫邸平面図 

 

原図 
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７．橋村大夫邸平面図 

 

原図 

 

 

 

 

   
 

一色町 昌久寺に残る遺構 常盤町にある蔵は 

橋村大夫の遺構 
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８．白髭大夫邸平面図 

 

 

原図 
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８．丸岡大夫邸平面図 

 

原図 

 

 

  

 

写真 A          写真 B 
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写真 A 

写真 B 
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１０．磯部館大夫邸平面図 

 

原図 
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